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研究計画書 

ゼミ名 岡田ゼミ チーム名 OKD11 

タイトル カフェなお年頃 

テーマ群 e)産業・企業  

メンバー 亀田達也 杉田佳澄 妹尾翼 田中玲奈 谷上奈加恵 中村暁美 速水恵里 

伴亮志 藤本真由香 森崎望 汰木薫 

研究計画内容 近年、雑誌その他のメディアなどで頻繁に特集されるほど、カフェが注目

され、カフェブームとよばれて人気をあつめています。神戸はオシャレな街

であり、また、オシャレなカフェが多いことはよく知られています。そして

私たち自身もカフェをよく利用します。そこで、なぜ神戸にはカフェが多い

のか？神戸に最初にできたカフェは？神戸のカフェは歴史の中でどのように

変化していったのか？現在の神戸にはどのようなカフェがあり、どのような

課題を抱えているのか？ それらのことに強く関心を抱いた私たちは、神戸の

カフェについて調べてみました。 

・カフェには誰とよく行きますか？ 

・カフェに行ったら何を頼みますか？ 

・あなたにとってカフェとは何ですか？ 

私たちはカフェについてのこのような質問アンケートを甲南大学の学生の

皆さん約 400 人に実施しました。その結果、カフェに行く人の中で、チェー

ン店を利用する人が圧倒的に多くいることが分かりました。 

ではなぜ、チェーン店を利用するのか？個人経営店にあまり行かないのは

なぜか？個人経営店は客を引き付けるためにどのような努力をしているの

か？こうした疑問を解消するため、私たちはフィールドワークを実施し、神

戸のカフェ店長に直接インタビューを行いました。 

これらの調査結果から、どうしたらもっとカフェを利用する人が増えるか

を考案しました。その案を取り入れていけば、神戸のカフェがもっと活性化

し、神戸の経済にも良い影響を与えるのではないでしょうか。 

神戸ならではのおすすめのカフェも紹介するので、カフェにあまり行かな

い人も、行ったことがある人も、この発表を聞けば今すぐ行きたくなるでし

ょう。 


